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「細則４－２ 単独荷卸しを行う危険物施設が講じる安全対策」の解説 

 

単独荷卸しは、危険物施設の危険物取扱者の立会いなしに、移動タンク貯蔵所に乗務する危険物

取扱者が単独で荷卸しを行うことをいいます。 

平成 30年国通知により、単独荷卸しに係る運用が示されています。 

当該通知を受け、単独荷卸しを行う危険物施設は、単独荷卸し実施規程である細則４－２を定め

る必要があります。 

関係通知：【平成 30.３.10消防危 44】【令和５.11.20消防危 327】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の実態に応じて変更削除して

ください。また、特記すべき事項があ

る場合、追加で記載してください。 

「単独荷卸しの仕組みの評価結果

通知書」とは、危険物保安技術協会（以

下「ＫＨＫ」という。）が単独荷卸しの

仕組みを評価した結果を記した通知

書です。 

 

 単独荷卸しを行う要件の一つとし

て、次の資料の写しを、当該細則の別

添えとして添付する必要があります。 

①ＫＨＫの評価結果通知書 

②運送業者名を記載した書類 

③石油供給者等との契約書等 

 

 なお、ＫＨＫの評価を受けずに単独

荷卸しを実施しようとする場合は、事

前に管轄の消防署に相談してくださ

い。 

「単独荷卸しの仕組み」とは、石油

供給者等が定める単独荷卸しに係る

基本的事項（安全対策設備や教育訓練

等）のことです。 

運行管理者が運送業者の事務所等

に常駐しない場合は、⑴の内容を予防

規定に定めてください。 


